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ヨナ4:11　まして、わたしは、この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おお),大)�きな�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まち),町)�ニネベを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),惜)�しまないでいられようか。そこには、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みぎ),右)�も�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひだり),左)�もわきまえない�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じゅうにまん),十二万)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いじょう),以上)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にんげん),人間)�と、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かずおお),数多)�くの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かちく),家畜)�とがいるではないか。」





げつようび





かみさまは　ひとびとが　ほろびることを　ねがって　おられ


ません。　かみさまの　みことばを　きいて　サタンと


つみから　かいほうされ　すくわれるように　ねがって


おられます。このよには　かみさまの　みことばを　


きかない　ひとが　おおくいます。　かみさまの　みことばを


きかないで　みぎも　ひだりも　わきまえられないで　います。


かみさまの　みことばを　きかない　ひとたちに　


かみさまの　みことばを　つたえなければ　なりません。

















かみさま！


かみさまの　みことばを　きかない　ひとたちに　みことばを　つたえる


ことが　できるように　ちからを　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





つぎの　ことばを　よんで　なぞって　かきましょう





かんこくご





（ヘバン）　　　　　


　　　　　　　　　　ヘ　　　　　バン　　　　　　ヘ　　　　バン　　　　　ヘ　　　　　バン





えいご


　　　　　　　


リバレイション





にほんご


(�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かいほう),解放)�)








　　　　　　　　　　かい　　　　　　　ほう　　　　　　　　　かい　　　　　　　ほう








　　　　　　　　　　ぷ　　　　　り　　　　　む　　　　　　の　　　　　まつ　　　　　り





ヨハネ19:30　イエスは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(す),酸)�いぶどう�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),酒)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),受)�けられると、「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんりょう),完了)�した」と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�われた。そして、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あたま),頭)�をたれて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(れい),霊)�をお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わた),渡)�しになった。





かようび





かみさまは　かみのたみに　ひとつの　プレゼントを


くださいました。　それが　ふくいんです。


ふくいんは　かみさまが　かみのたみと　えいえんに　ともに


おられるという　やくそくです。　それゆえ　ふくいんを


うけたということは、　すべてのことを　うけた　ことです。


たりないことが　ない　かんぜんな　しゅくふくを


うけたのです。


わたしは　さいこうの　しゅくふくを　プレゼントとして


うけた　かみのこどもです。











かみさま！　


かみさまを　しらないで　みぎも　ひだりも　わきまえることが　できない


ひとに　ふくいんを　つたえさえて　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





えの　なかの　こどもの　なかで　さいこうの　


しゅくふくを　うけた　かみのこどもは


どれかな。












































　　　　　　　　　　　　　　　


























マタイ16:16　シモン・ペテロが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こた),答)�えて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�った。「あなたは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),生)�ける�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みこ),御子)�キリストです。」





すいようび





かみさまは　わたしに　キリストを　プレゼントとして


くださいました。　かみさまを　はなれて　じごくの　たみに


なった　わたしに　かみさまに　であう　みちを　ひらいて


くださいました。　サタンに　つかまって　くるしみの


なかで　いきていかなければ　ならない　わたしのために


あくまの　しわざを　うちこわして　くださいました。


つみの　もんだいで　のろいの　なかを　いきていく


しかない　わたしのために　つみと　のろいから　


かいほうして　くださいました。


イエスさまは　わたしの　キリストと　なってくださいました。


イエスさまは　いま　わたしの　なかに　おられます。


イエスさまを　うけいれれば　えいえんに　かみのこどもに


なります。








かみさま！


イエス・キリストを　わたしの　こころの　なかに　しゅじんとして


おむかえします。　わたしを　かみのこどもに　してくださって


ありがとうございます。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





おおきな　こえで　なんども　よんで　おぼえよう





ヨナ4:10～11の　みことば





しゅは　おおせられた。「あなたは、じぶんで


ほねおらず、そだてもせず、いちやで　はえ、


いちやで　ほろびた　この　とうごまを　


おしんでいる。まして、わたしは、この　おおきな


まち　ニネベを　おしまないで　いられようか。


そこには、みぎも　ひだりも　わきまえない　


１２まん　いじょうの　にんげんと、


かずおおくの　かちくとが　いるではないか。」





ヨナ4:10～11の　みことば


　






































�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そうせいき),創世記)�32:28　その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),人)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�った。「あなたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(な),名)�は、もうヤコブとは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よ),呼)�ばれない。イスラエルだ。あなたは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たたか),戦)�い、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),人)�と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たたか),戦)�って、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(か),勝)�ったからだ。」








もくようび





かみさまが　ぐうぞうの　ち　カルデヤの　ウルに　すんで


いた　アブラハムを　よばれました。　カナンの　ちに


いきなさいと　めいれいされ　おおきな　みんぞくに　


してあげようと　やくそくされました。　アブラハムは


イサクを　うんで　イサクは　ヤコブを　ヤコブは　


ヨセフを　うみました。　イサクの　むすこ　ヤコブに


また　べつの　なまえを　くださったのですが　それが


イスラエルです。イスラエルとは　ヤボクのわたしで


かみさまに　むかって　しゅうちゅうする　なかで


ヤコブに　くださった　なまえです。ヤコブの　なまえどおり


かれの　かけいは　イスラエルの　くにに　なりました。


かみさまは　やくそくされた　とおりに　やくそくを


なしとげられます。








けいやくの　かみさま！


わたしと　わたしたちの　いえも　アブラハムの　かけいのように


なりますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





アブラハムが　カルデヤのウルを　はなれて　


カナンの　ちに　いく　みちを　みつけてあげましょう。　











I�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(れつ),列)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おう),王)�12:20　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜん),全)�イスラエルは、ヤロブアムが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もど),戻)�って�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),来)�たことを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),聞)�き、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),人)�をやって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かいしゅう),会衆)�のところに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まね),招)�き、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜん),全)�イスラエルの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おう),王)�とした。ユダの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぶぞく),部族)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いがい),以外)�には、ダビデの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いえ),家)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(したが),従)�うものはなかった。








きんようび





ソロモンおうが　しんだ　あとに　ソロモンの　むすこ


レハブアムが　おうに　なりました。　ソロモンの　じだいに


たみは　しんでんと　おうきゅうを　たてるのに　とても


くるしみました。　それゆえ　たみは　あたらしい　おうは


じぶんたちの　めんどうを　みてくれることを　ねがいました。


ところが　レハブアムおうは　たみの　めんどうを　みる


どころか　もっと　くるしめました。　おこった　たみは　


レハブアムおうの　けらいを　ころして　エジプトに　にげて


いた　ヤロブアムを　おうとして　たてました。　それゆえ


みなみがわは　レハブアムが　おうに、　きたがわは　


ヤロブアムが　おうに　なって　くにを　おさめました。


２つに　わかれた　くには　おたがいに　きらいになって　


なかよく　しませんでした。　イスラエルの　くには　


かみさまの　やくそくを　はなれるように　なったのです。








けいやくの　かみさま！


やくそくを　はなれて　２つに　わかれた　イスラエルの　ように　ならない


ように　かみさまの　やくそくを　しって　まもって　つたえることが　


できますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　


　





かみさまの　やくそくを　つたえる　すがたに


いろを　ぬりましょう。





I�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(れつ),列)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おう),王)�12:29　それから、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),一)�つをベテルに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(す),据)�え、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひと),一)�つをダンに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あんち),安置)�した。








どようび





イスラエルの　くにが　２つに　わかれてしまいました。


みなみがわは　レハブアムおうが　きたがわは　ヤロブアムおうが


おさめました。　きたがわを　おさめるように　なった


ヤロブアムおうは　みなみがわに　あった　エルサレムしんでんに


たみが　れいはいしに　いかないように　ベテルと　ダンの


ちいきに　さいだんを　つくりました。きんのうしを　つくり


エジプトから　すくいだした　かみだと　たみに　れいはいする


ように　させました。　それだけではなく　レビびとでは


ない　ひとを　さいしに　えらんで　いけにえを　ささげる


ように　させました。きたがわの　イスラエルは　だんだん


ぐうぞうで　いっぱいになって　たみは　ぐうぞうすうはいを


する　ひとたちに　なりました。








けいやくの　かみさま！


かみさまの　やくそくを　かるく　おもわないように　させてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





　　　　　パパとママと　いっしょに　さんびしましょう


　　　　　（２０１６ねんの　こどもさんびから）


（韓国語の原本は、使徒1:8の歌ですが、日本語に合うように作曲依頼中なので


　3、4週目に賛美する曲を１、2週に出します：訳者注）


　　　　　　　　　　








